
 

大
阪
府
社
会
福
祉
施
設
等
従
事
者
支
援
金
支
給
規
則
を
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
八
年
二
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
阪
府
知
事
職
務
代
理
者 

大
阪
府
副
知
事 

山
口 

信
彦 

 
 

大
阪
府
規
則
第
四
号 

 
 

 

大
阪
府
社
会
福
祉
施
設
等
従
事
者
支
援
金
支
給
規
則 

（
目
的
） 

第
一
条  

こ
の
規
則
は
、
食
料
品
等
の
価
格
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
社
会
福
祉
施
設
等
に
お 

い
て
福
祉
等
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
者
（
以
下
「
従
事
者
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
社
会
福 

祉
施
設
等
従
事
者
支
援
金
（
以
下
「
支
援
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
の
申
請
、
決
定
等
に
関
す 

る
事
項
そ
の
他
支
援
金
に
係
る
予
算
の
執
行
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ 

り
、
支
援
金
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
支
給
の
要
件
） 

第
二
条 

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
従
事
者
に
対
し
、
令
和
四
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
五
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
福
祉
等
に
係

る
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
支
援
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

イ 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内

に
所
在
す
る
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
八
条
第
二

項
に
規
定
す
る
救
護
施
設
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
更
生
施
設
に
お
い
て
十
日

以
上
勤
務
し
て
い
た
者 

 
 

ロ 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内

に
所
在
す
る
次
の
⑴
か
ら
⑺
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し

て
い
た
者 

 
 

 

⑴ 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
幼
稚
園

（
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ

り
国
立
大
学
に
附
属
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
学
校
教
育
法
第
百
三

十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
の
う
ち
、
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の 

 
 

 

⑵ 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
一
項
又
は

第
八
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
事
業
所 

 
 

 

⑶ 

児
童
福
祉
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
、
障
害
児

入
所
施
設
及
び
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）
又
は
同
法
第
五
十
九
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
⑹

に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
） 

 
 

 

⑷ 

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
婦

人
保
護
施
設 

 
 

 

⑸ 

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第

三
十
八
条
に
規
定
す
る
母
子
・
父
子
福
祉
施
設 

 
 

 

⑹ 

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
認
定
を
受



け
た
施
設 

 
 

 

⑺ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
に

規
定
す
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
（
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

を
行
う
事
業
所 

 
 

ハ 
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内

に
所
在
す
る
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し

て
い
た
者 

 
 

 

⑴ 

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
四
に
規
定
す

る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
同
法
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
又
は
同

法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

 
 

 

⑵ 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
事
業
を
行

う
事
業
所
若
し
く
は
同
条
に
規
定
す
る
施
設
、
同
法
第
八
条
の
二
に
規
定
す
る
事
業

を
行
う
事
業
所
又
は
同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
事
業
所
（
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
に
限

る
。
） 

 
 

 

⑶ 

高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅 

 
 

 

⑷ 

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附

則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
六

項
に
規
定
す
る
介
護
療
養
型
医
療
施
設 

 
 

ニ 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内

に
所
在
す
る
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し

て
い
た
者 

⑴  

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
を

行
う
事
業
所
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
障
害
児
相
談
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所
又

は
同
法
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
障
害
児
入
所
施
設 

 
 

 

⑵ 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成

十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条

に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
事
業
所
又
は
同
条
に
規
定
す
る
施
設
（
知
事
が
別
に
定
め

る
も
の
に
限
る
。
） 

 
 

 

⑶ 

障
害
者
総
合
支
援
法
第
七
十
七
条
及
び
第
七
十
八
条
に
規
定
す
る
地
域
生
活
支
援

事
業
の
う
ち
、
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
を
行
う
事
業
所 

 
 

ホ 

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
者 

 

二 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
利
用
者
等
と
接

す
る
業
務
と
し
て
知
事
が
認
め
る
業
務
に
一
日
以
上
従
事
し
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
。 

 

三 

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
方
公
務
員
で
な
い
こ
と
。 

 

四 

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

イ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十



七
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
大
阪
府
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成

二
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
五
十
八
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
密
接
関
係

者 

 
 

ロ 
拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
な
い
者 

 
 

ハ 

支
援
金
の
支
給
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者 

２ 

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
従
事
者
に
対
し
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か

ら
同
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
福
祉
等
に
係
る
業
務

に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
支
援
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

イ 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内
に

所
在
す
る
前
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し
て
い
た
者 

 
 

ロ 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内
に

所
在
す
る
次
の
⑴
か
ら
⑺
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し
て
い

た
者 

⑴  

前
項
第
一
号
ロ
⑴
に
掲
げ
る
施
設 

⑵  

前
項
第
一
号
ロ
⑵
に
掲
げ
る
施
設 

⑶  

前
項
第
一
号
ロ
⑶
に
掲
げ
る
施
設
又
は
児
童
福
祉
法
第
十
二
条
の
四
に
規
定
す

る
児
童
を
一
時
保
護
す
る
施
設 

⑷  

前
項
第
一
号
ロ
⑷
掲
げ
る
施
設 

⑸  

前
項
第
一
号
ロ
⑸
に
掲
げ
る
施
設 

⑹  

前
項
第
一
号
ロ
⑹
に
掲
げ
る
施
設 

⑺  

前
項
第
一
号
ロ
⑺
に
掲
げ
る
施
設 

 
 

ハ 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内
に

所
在
す
る
次
の
⑴
か
ら
⑷
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し
て
い

た
者 

⑴  

前
項
第
一
号
ハ
⑴
に
掲
げ
る
施
設 

⑵  

前
項
第
一
号
ハ
⑵
に
掲
げ
る
施
設 

⑶  

前
項
第
一
号
ハ
⑶
に
掲
げ
る
施
設 

⑷  

前
項
第
一
号
ハ
⑷
に
掲
げ
る
施
設 

 
 

ニ 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内
に

所
在
す
る
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し
て
い

た
者 

⑴  

前
項
第
一
号
ニ
⑴
に
掲
げ
る
施
設 

⑵  

前
項
第
一
号
ニ
⑵
に
掲
げ
る
施
設 

⑶  

前
項
第
一
号
ニ
⑶
に
掲
げ
る
施
設 

 
 

ホ 

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
者 

 

二 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
利
用
者
等
と
接
す

る
業
務
と
し
て
知
事
が
認
め
る
業
務
に
一
日
以
上
従
事
し
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
。 

 

三 

前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
こ
と
。 



 

四 

前
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。 

３ 

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
従
事
者
に
対
し
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か

ら
令
和
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
い
て
福
祉
等
に
係

る
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
支
援
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

イ 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内

に
所
在
す
る
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し
て
い
た
者 

 
 

ロ 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内

に
所
在
す
る
次
の
⑴
か
ら
⑺
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し
て

い
た
者 

⑴  

第
一
項
第
一
号
ロ
⑴
に
掲
げ
る
施
設 

⑵  

第
一
項
第
一
号
ロ
⑵
に
掲
げ
る
施
設
又
は
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
五
項
、
第

十
六
項
若
し
く
は
第
十
八
項
に
規
定
す
る
事
業(

知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
に
限

る
。)

を
行
う
事
業
所 

⑶  

前
項
第
一
号
ロ
⑶
に
掲
げ
る
施
設 

⑷  

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
女
性
自
立
支
援
施
設 

⑸  

第
一
項
第
一
号
ロ
⑸
に
掲
げ
る
施
設 

⑹  

第
一
項
第
一
号
ロ
⑹
に
掲
げ
る
施
設 

⑺  

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
五
十
九
条
（
同
法
附
則
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
（
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
事
業
所 

 
 

ハ 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内

に
所
在
す
る
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し
て

い
た
者 

⑴  

第
一
項
第
一
号
ハ
⑴
に
掲
げ
る
施
設 

⑵  

第
一
項
第
一
号
ハ
⑵
に
掲
げ
る
施
設 

⑶  

第
一
項
第
一
号
ハ
⑶
に
掲
げ
る
施
設 

 
 

ニ 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
府
の
区
域
内

に
所
在
す
る
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
施
設
に
お
い
て
十
日
以
上
勤
務
し
て

い
た
者 

⑴  

第
一
項
第
一
号
ニ
⑴
に
掲
げ
る
施
設 

⑵  

第
一
項
第
一
号
ニ
⑵
に
掲
げ
る
施
設 

⑶  

第
一
項
第
一
号
ニ
⑶
に
掲
げ
る
施
設 

 
 

ホ 

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
者 

二 

令

和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
利
用
者
等
と
接
す

る
業
務
と
し
て
知
事
が
認
め
る
業
務
に
一
日
以
上
従
事
し
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
一
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
利
用
者
等
と
接

す
る
業
務
と
し
て
知
事
が
認
め
る
業
務
に
一
日
以
上
従
事
し
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
。 

 

三 

第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
こ
と
。 



 

四 

第
一
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と 

（
支
援
金
の
額
） 

第
三
条 

支
援
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
と
す
る
。 

 

一 

前
条
第
一
項
に
該
当
す
る
場
合 

従
事
者
一
人
に
つ
き
一
万
円 

 

二 

前
条
第
二
項
に
該
当
す
る
場
合 

従
事
者
一
人
に
つ
き
二
万
円 

 

三 

前
条
第
三
項
に
該
当
す
る
場
合 

従
事
者
一
人
に
つ
き
三
万
円 

（
支
援
金
の
支
給
の
申
請
） 

第
四
条 

支
援
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
従
事
者
は
、
知
事
に
対
し
、
そ
の
定
め
る
期
日

ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

（
支
援
金
の
支
給
の
決
定
） 

第
五
条 

知
事
は
、
支
援
金
の
支
給
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
書
類
等
に

よ
り
当
該
申
請
の
内
容
を
審
査
し
、
支
援
金
を
支
給
す
べ
き
も
の
と
認
め
た
と
き
は
、
支
援

金
の
支
給
の
決
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
適
正
な
支
給
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
支

援
金
の
支
給
の
申
請
に
係
る
事
項
に
つ
き
修
正
を
加
え
て
支
援
金
の
支
給
の
決
定
を
す
る

も
の
と
す
る
。 

３ 

知
事
は
、
申
請
に
係
る
書
類
等
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
請

を
し
た
従
事
者
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
そ
の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
当
の
期
間
内
に
従
事
者
が
補
正
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
知
事

は
、
当
該
申
請
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
あ
る
。 

（
支
援
金
の
支
給
の
決
定
の
通
知
） 

第
六
条 

知
事
は
、
支
援
金
の
支
給
を
決
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
決
定
の
内
容
を
、

支
援
金
の
支
給
の
申
請
を
し
た
従
事
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
決
定
の
取
消
し
） 

第
七
条 

知
事
は
、
支
援
金
の
支
給
の
決
定
を
受
け
た
従
事
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
き
は
、
支
援
金
の
支
給
の
決
定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。 

 

一 

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る

場
合
に
該
当
す
る
と
き
（
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

 
 

イ 

第
二
条
第
一
項
に
該
当
す
る
場
合 

同
項
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。 

 
 

ロ 

第
二
条
第
二
項
に
該
当
す
る
場
合 

同
項
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。 

 
 

ハ 

第
二
条
第
三
項
に
該
当
す
る
場
合 

同
項
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。 

 

二 

第
二
条
第
一
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き

（
イ
及
び
ロ
に
あ
っ
て
は
、
支
援
金
を
支
給
し
た
後
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
を



除
く
。
）
又
は
第
四
条
の
申
請
を
し
た
当
時
に
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。 

 
三 
第
二
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
重
大
な
不
正
行
為
を
し
た
と
知

事
が
認
め
た
と
き
。 

 

四 

第
四
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
書
類
等
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
虚
偽
が
判
明
し
た
と

き
。 

２ 

知
事
は
、
従
事
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
、
知
事
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
支
援

金
の
支
給
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
支
援
金
の
支
給
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。 

３ 

前
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
支
援
金
の
返
還
） 

第
八
条 

知
事
は
、
支
援
金
の
支
給
の
決
定
を
取
り
消
し
た
場
合
に
お
い
て
、
既
に
支
援
金
が

支
給
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
返
還
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

支
援
金
の
返
還
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
従
事
者
の
負
担
と
す
る
。 

（
加
算
金
及
び
延
滞
金
） 

第
九
条 

従
事
者
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場

合
を
除
く
。
）
に
関
し
、
支
援
金
の
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
支
援
金
の
返
還
の
ほ
か
、

加
算
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
府
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
加
算
金
の
額
は
、
支
援
金
の
受
領
の
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
当
該

支
援
金
の
額
（
そ
の
一
部
を
納
付
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
後
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
既
納

額
を
控
除
し
た
額
）
に
つ
き
年
十
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
加
算
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
従
事

者
の
納
付
し
た
金
額
が
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
支
援
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
は
、
そ
の
納
付
金

額
は
、
ま
ず
当
該
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
支
援
金
の
額
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。 

３ 

従
事
者
は
、
支
援
金
の
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
を
納
期
日
ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た
と

き
は
、
納
期
日
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
そ
の
未
納
付
額
に
つ
き
年

十
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
計
算
し
た
額
の
延
滞
金
を
府
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

４ 

第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
定
め
る
加
算
金
又
は
延
滞
金
の
額
の
計
算
に
つ
き
こ
れ
ら
の

規
定
に
定
め
る
年
当
た
り
の
割
合
は
、
閏

じ
ゆ
ん

年
の
日
を
含
む
期
間
に
つ
い
て
も
、
三
百
六
十
五

日
当
た
り
の
割
合
と
す
る
。 

５ 

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
加
算
金
及
び
延
滞
金
の
納
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
手
続
等
の
委
任
） 

第
十
条 

知
事
は
、
支
援
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
従
事
者
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
施
設
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
勤
務
し
て
い
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
従
事
者
に
対
し
、
支
援
金
の
支
給
に
係
る
手
続
及
び
受
領
を
、
そ
の
勤

務
し
て
い
た
施
設
の
代
表
者
に
委
任
す
る
よ
う
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

第
二
条
第
一
項
に
該
当
す
る
場
合 

同
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
施
設 

 

二 

第
二
条
第
二
項
に
該
当
す
る
場
合 

同
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
施
設 

 

三 

第
二
条
第
三
項
に
該
当
す
る
場
合 

同
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
施
設 



２ 

従
事
者
が
、
前
項
に
規
定
す
る
施
設
の
代
表
者
に
支
援
金
の
支
給
に
係
る
手
続
及
び
受
領

を
委
任
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
の
代
表
者
（
以
下
「
受
任
施
設
代
表
者
」
と
い
う
。
）

に
費
用
が
生
じ
た
と
き
は
、
知
事
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
全
部
又
は
一
部

を
負
担
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

３ 

第
四
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
受
任
施
設
代
表
者
が
行
う
支
援
金
の
支
給
に
係
る

手
続
、
受
領
及
び
返
還
並
び
に
加
算
金
及
び
延
滞
金
の
納
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
四
条
中
「
従
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
受
任
施

設
代
表
者
（
以
下
「
受
任
施
設
代
表
者
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
五
条
第
三
項
及
び
第
六
条
中

「
従
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
受
任
施
設
代
表
者
」
と
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
八

条
第
二
項
並
び
に
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
従
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
従

事
者
又
は
受
任
施
設
代
表
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
受
任
施
設
代
表
者
か
ら
の
支
援
金
の
支
給
） 

第
十
一
条 

支
援
金
を
受
領
し
た
受
任
施
設
代
表
者
は
、
速
や
か
に
、
従
事
者
に
対
し
、
当
該

支
援
金
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
は
、
分
割
し
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
作
成
及
び
保
存
） 

第
十
二
条 

受
任
施
設
代
表
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
従
事
者
に
支
援
金
を
支
給
し

た
と
き
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
支
給
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
こ

れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
適
用
除
外
） 

第
十
三
条 

支
援
金
に
関
し
て
は
、
大
阪
府
補
助
金
交
付
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
大
阪
府
規
則

第
八
十
五
号
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

（
委
任
） 

第
十
四
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
支
援
金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知

事
が
別
に
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
二
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 


